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　平成29年、本市は市制施行50周年を経て、
次なる50年に向け、大きく歩みを進めるス
タートラインにつきました。震災からの復興
を加速させて、市民の皆さんからも市外の
方々からも選ばれる魅力あふれる「まち」を
どのように創っていくのかが、問われていま
す。
　そのためには、行政のみでできることは限
られていますので、市民の皆さんをはじめ、
あらゆるＮＰＯや企業・団体などと、今まで

以上に連携していくことが大切だと考えてい
ます。
　例えば、先月12日に開催しました「第８回
いわきサンシャインマラソン」は、多くの協
賛企業や市民ボランティアのご支援を受け、
過去最多となる１万人を超えるランナーがエ
ントリーする人気の大会となりました。
　また「いわき夢ワイン」を製造するＮＰＯ
法人みどりの杜福祉会は、行政との連携を深
化させ、ワイナリー事業による農業振興や、
障がい者との共生を図っており、今後の展開
がとても楽しみになってきました。
　市では、このようなまちづくりのスタイル
をさらに発展させるため、基本的な考え方に
ついて定めた「いわき市以和貴まちづくり基
本条例（案）｣ を２月定例会に提案しており
「共創」のまちづくりを進めてまいります。

こんにちは 市長室からこんにちは 市長室から

いわき市長　清 水 敏 男

共に創る
　「共創」のまちづくり

㉒

もり

寺田拓未さん

市公共施設等総合管理計画を策定など

○市公共施設等総合管理計画を策定
　市は、公共施設等を総合的かつ効率・効果
的にマネジメントしていくため、平成29年度
から42年度までの14年間を計画期間とする同
計画を策定しました。
　「公共施設等の総量の適正化」「民間活力
の活用」「適切な維持管理と長寿命化等」
「施設の利用環境・運営の改善」の４つの項
目ごとに定めた取り組みの
方向性に基づき、公共施設
等の適正化と有効活用を
図っていきます。
○いわき市の公共施設を考えるシンポジウム
　の参加者を募集
　市民の皆さんに公共施設等の現状と課題や、
今後の在り方について理解を深めていただく
ため、同シンポジウムの参加者を募集します。
▶とき　３月15日㈬　14時～15時30分
▶ところ　生涯学習プラザ
▶内容　市公共施設等総合管理計画に関する
　説明、（一社）日本経営協会専任コンサル
　タント川嶋幸夫による基調講演
▶募集定員　100人（先着順）
※申し込み方法など、詳しくは同課へ。

　湯本高校出身の寺田拓
未さん（日本体育大学１
年）に、同賞を授与しま
した。
　表彰により、昨年３月
に東京都で開催された
「第38回全国ＪＯＣジュ
ニアオリンピックカップ春季水泳競技大
会」の男子200メートルバタフライで、優
勝を果たした功績をたたえました。

政策企画課企画調整係　☎22-7410 表彰 いわき市民スポーツ栄誉賞

個人・団体の部
▷遠藤美喜子61＝渡辺町泉田
　農産物直売所「彩花園」を開店し、経
営の改善や、加工品の開発・製造・販売
を行うなど、農業者の所得向上、いわき
野菜の高付加価値化に寄与しました。
青年の部
▷緑川平隆45＝田人町黒田
　林業と農業を組み合わせた複合経営に
取り組むとともに「田人材」をブランド
化し、地域の林業振興に貢献しました。

平成28年度市農林業賞表彰
＝年齢は２月９日現在。敬称略＝
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く
の
方
か
ら
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
区
の
皆
さ
ん
が
、
川
前
町
を
愛
し
て

い
る
の
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
自
分
の
存

在
や
取
り
組
み
が
少
し
ず
つ
理
解
さ
れ
て

い
る
と
実
感
し
、
さ
ら
に
頑
張
ろ
う
と
い

う
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
今
後
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
二
年
目
と
し
て
、

鬼
ヶ
城
の
利
用
促
進
を
図
る
大
事
な
年
で

す
。

　
ま
た
、
川
前
駅
舎
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

本
年
四
月
に
は
観
光
案
内
所
の
本
格
オ
ー

プ
ン
、
十
月
に
は
川
前
駅
誕
生
百
周
年
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
地
区
の
皆
さ
ん
に
協

力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
通
し
て
、
川
前
地
区
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
運
営
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
に

よ
る
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
川
前
駅
前
に
昨
年
プ
レ
オ
ー

プ
ン
し
た
観
光
案
内
所
の
運
営
も
手
掛
け

て
お
り
、
地
区
内
の
周
遊
に
便
利
な
観
光

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル

を
配
備
す
る
な
ど
、
訪
れ
る
方
が
気
軽
に

利
用
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
駅
の
待
合
室
に
は
、
利
用
者
同

士
の
情
報
交
換
や
交
流
が
図
れ
る
よ
う
、

自
由
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
で
き
る
駅

ノ
ー
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。

Ｑ
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
趣
味
の
写
真
撮
影
を
生
か
し
て
、
鬼
ヶ

城
の
風
景
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
た
と
こ

ろ
、
地
区
の
皆
さ
ん
に
大
変
好
評
で
、
多

Ｑ
本
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募

し
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
震
災
で
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
福
島

県
を
何
と
か
し
た
い
と
、
奥
会
津
の
金
山

町
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
三
月
に
、
金
山
町
で
の
任
期
が
満

了
し
ま
し
た
が
、
福
島
県
の
復
興
に
関
わ

り
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
、
い
わ
き
市

が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
応
募
し
ま
し
た
。

Ｑ
活
動
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
い
わ
き
の
里
鬼
ヶ
城
（
以
下
「
鬼
ヶ

城
」
）
の
利
用
促
進
や
、
川
前
地
区
と
川

前
駅
の
活
性
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
満
開
の
桜
や
色
鮮
や
か
な
紅
葉
、
一
年

を
通
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
満
天
の
星

空
な
ど
、
川
前
地
区
の
魅
力
を
多
く
の
方

市民のひろば
235

市民のひろば ～地域が輝く！明るく 元気な いわき～

　今月号は、川前地区の活性化のために、昨年４月から地域お
こし協力隊として活動する八鳥嘉浩さんに、地区での取り組み
などについてインタビューした内容をお伝えします。

収穫体験などさまざまなイベントを企画

鬼ヶ城の魅力を写真に収め、ポスターを作成

八鳥嘉浩さん（地域おこし協力隊）

はっ　とり　よし　ひろ
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市
内
に
は
平
や
小
名
浜
、
植

田
な
ど
に
「
本
町
通
り
」
が
存

在
し
、
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
か

ら
、
商
業
で
栄
え
て
い
た
通
り

を
指
し
て
い
ま
す
。

　
平
で
は
、
一
町
目
か
ら
五
町

目
に
か
け
て
の
通
り
で
、
そ
の

両
端
は
問
屋
街
、
中
心
部
は
小

売
り
街
と
し
て
店
舗
が
軒
を
並

べ
、
江
戸
か
ら
昭
和
の
時
代
、

商
業
圏
は
市
内
だ
け
で
な
く
双

葉
郡
や
田
村
郡
な
ど
に
ま
で
及

ん
で
い
ま
し
た
。

　
自
動
車
が
普
及
し
た
現
在
と
、

単
純
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
一
月

と
昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）

年
四
月
の
常
陽
銀
行
平
支
店

（
昭
和
二
年
は
平
銀
行
）
前
の

一
時
間
当
た
り
の
歩
行
者
数
を

み
る
と
、
前
者
が
千
二
百
三
十

一
人
、
後
者
が
千
百
六
十
一
人

と
、
行
き
交
う
人
が
多
い
こ
と

か
ら
、
に
ぎ
や
か
な
街
の
様
子

が
う
か
が
え
ま
す
。

　
昭
和
時
代
後
期
に
な
る
と
、

郊
外
化
に
よ
り
街
の
空
洞
化
が

進
み
、
既
存
商
店
街
は
次
第
に

劣
勢
に
立
た
さ
れ
ま
す
が
、
平

本
町
通
り
商
店
街
で
は
活
性
化

の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を

行
い
ま
し
た
。
特
に
、
平
成
七

（
一
九
九
五
）
年
四
月
に
は
、

一
町
目
か
ら
三
町
目
に
か
け
て
、

安
全
に
楽
し
く
買
い
物
が
で
き

る
よ
う
に
歩
道
の
拡
幅
を
行
い
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
「
ス

ウ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ド
」
と
し
て
魅

力
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）

年
三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
で
は
、
通
り
沿
い
の
商
店

も
大
き
く
被
災
し
ま
し
た
が
、

苦
難
を
乗
り
越
え
、
社
会
の
動

向
を
見
守
り
な
が
ら
、
商
店
街

は
新
た
な
展
開
を
模
索
し
て
い

ま
す
。

（
い
わ
き
地
域
学
會

　
　
　
　
　
　
　
小
宅
幸
一
）

※

い
わ
き
市
内
の
昔
の
写
真
を

　
お
持
ち
で
、
提
供
い
た
だ
け

　
る
方
は
、
ふ
る
さ
と
発
信
課

　
（
☎
22
・
７
５
０
３
）
ま
で

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
い
わ
き
市
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
、

市
内
各
所
の
過
去
と
現
在
の
写
真
を
比
較
し
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
振
り
返
り
ま
す
。

人が行き交う平本町通りのニ町目・三町目
〔昭和43（1968）年３月　いわき市撮影〕

自動車の往来が増えた現在〔平成29（2017）
年２月　いわき市撮影〕

測定時刻：10時
単　　位：マイクロシーベルト／時
出　　典：原子力規制委員会ホーム
　　　　　ページより

※過去における測定値、平成22年度の市内の状況については、0.04～0.07マイクロシーベルト／時で推移していました。（福島県ホームページより）

２月13日㈪の市役所本庁舎、各支所・市民サービスセンターでの放射線量測定値
庁舎・支所 小名浜 勿来 常磐 内郷 四倉 遠野 小川 好間 三和 田人 川前平（本庁） 久之浜・大久

地上１m 0.088 0.033

市民サービスセンター 豊間
地上１m 0.087

泉
0.046

中央台
0.058

0.039 0.052 0.041 0.047 0.045 0.054 0.050 0.055 0.059 0.062 0.057

放射線に関する問い合わせ窓口（県設置窓口）☎0120－988－359　平日：８時30分～18時15分　土日祝：８時30分～正午

水道水の放射性
物質の測定結果

水道局では、市内全 12 浄水場の水道水を週３回（法田第一ポンプ場・旅人浄水場・上遠野浄水場は週１回）検査しています。現在の検
査結果は、放射性ヨウ素・放射性セシウムとも、全て不検出（１ベクレル /㎏未満）であり、安心して飲んでいただけます。

モニタリングポストは、マイクログレイ／時で測定されていますが、
本表では１マイクログレイ／時＝１マイクロシーベルト／時と換算
して表示しています。

平
本
町
通
り

市役所の手続きチェックリスト引っ越しをする方へ
平成29年３月１日現在

市民課、各支所・市民サー
ビスセンター／
同課届出・証明グループ
　　　　　　（☎22-7447）
同課住民台帳グループ
　　　　　　（☎22-7444）

市民課、各支所・市民サー
ビスセンター／
同課届出・証明グループ

各地区大型ごみ受付セン
ター※
北部　　　　（☎34-0053）
南部　　　　（☎92-0053）
／清掃管理事務所事業係
　　　　　　（☎56-7963）
ごみ減量推進課、各支所・
市民サービスセンター
／清掃管理事務所事業係

最寄りの各地区保健福祉セ
ンター・支所（内郷支所を
除く）／
各地区保健福祉センター
平　　　　　（☎22-1163）
小名浜　　　（☎54-2111）
勿来・田人　（☎63-2111）
常磐・遠野　（☎43-2111）
内郷・好間・三和
　　　　　　（☎27-8690）
四倉・久之浜大久
　　　　　　（☎32-2114）
小川・川前　（☎83-1329）
保育所の最寄りの各地区保
健福祉センター／
各地区保健福祉センター

国保年金課（一部市民課扱
い）、各支所・市民サービ
スセンター／
❺＝同課調査給付係
　　　　　　（☎22-7456）
❻＝同課高齢者医療係
　　　　　　（☎22-7466）

届出人の運転免許
証など

転出届（転出証明書の交付）
転居届
印鑑登録手帳の返却

継続利用手続き

記載事項変更届

記載事項変更届

国民健康保険被保険者証の返却
同被保険者証の住所変更
同認定証などの返却

同被保険者証などの返却や、
負担区分等証明書などの発行
同被保険者証などの住所変更

転学通知書の発行

退所届
住所変更など
退園届
住所変更など

消滅届
住所変更届
住所変更届
住所変更届

同受給者証の返却

同被保険者証の返却

住所変更届

同受給者証の返却

住所変更届

同被保険者証の住所変更
受給資格証明書の発行

電話申し込みによる有料収集
か、分別して各施設へ自己搬
入

ごみカレンダー（市内10地区
に区分）の交付

入学・転学通知書の発行

同認定証などの住所変更

全員

限度額適用認定証などを持ってい
る

小・中学校に通っている

幼稚園に通っている

保育所（園）に通っている

児童手当を受けている

児童扶養手当や特別児童扶養手当
を受けている

乳幼児医療費助成受給者証を持っ
ている

子ども医療費助成受給者証を持っ
ている

全員

大型ごみを処分する方

別の地区に転居した方

要介護認定を受けている

同手帳

同カード、印鑑

マイナンバーカー
ドまたは住民基本
台帳カード、印鑑

同被保険者証、
印鑑など

各幼稚園

印鑑

各手当証書、印鑑

同受給者証、印鑑

同受給者証、印鑑

同被保険者証

同認定証など

同被保険者証

●は転出届、★は転居届を提出する際に、市民課、各支所・市民サービスセンターで併せて手続きができるもの
※大型ごみの収集申し込みは、住所地により窓口を割り当てています。
　北部＝平、内郷、四倉、小川、好間、三和、川前、久之浜・大久　　南部＝小名浜、勿来、常磐、遠野、田人
◇上記のほか、引っ越しに伴う市役所での手続きについては、各担当窓口へお問い合わせください。

□

□●

□●

□

□★

□★

□●
□★

□●

□●

□●

□

□

□★

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□★

□

□

□

□●

□

□

□

：市外に転出する方

手続きの必要な方

❶本市に住民登録のある方

❷印鑑登録している方
❸マイナンバーの通知カードを持って
　いる方
❹マイナンバーカード（個人番号カー
　ド）または住民基本台帳カードを
　持っている方
❺国民健康保険に加入している方

❻後期高齢者医療被保険者証を持って
　いる方

❼お子さんがいる方

❽介護保険被保険者証を持っている方

❾ごみの処分

手続き内容 持参するもの 窓口／お問い合わせ
：市内で転居した方
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